
臨床ケースレポート医療用品４.整形用品 高度管理医療機器 コラーゲン使用人工骨

22400BZX00222000
滅菌済 単回使用

　左橈骨遠位端骨折　 （症例 ： 64歳　女性）

　　　術前　　　　　　　　　　　 　術直後　　　　　　　　　   　　術後 4 ヶ月　  　　　  　　　　術後 6 ヶ月

PB-101010

10×10×10 mm

腫瘍

転倒にて受傷。左橈骨遠位端骨折（AO分類23-C3.1）と診断。

第10病日にロッキングプレートを用いた観血的整復固定術を施行。

掌側より侵入し、遠位骨片をエレバトリウムで整復し生じた間隙に生理食塩液

で湿潤させたリフィット10×10×10mmブロック3個(合計3mL)を補填(赤丸部)し、

ロッキングプレートで固定。

術直後の炎症反応、浸出液等もなく経過良好、術後2週で可動域訓練開始。

現在、術後6ヶ月経過し、疼痛なく日常生活に復帰している。
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